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研究成果の概要（和文）：乳腺Ｘ線診断領域において、近年デジタルトモシンセシス(DBT)が開発され、臨床導入され
てきている。本装置は、従来のFFDM　2D画像のマンモグラフィと異なり、スライス画像や3D画像が収集可能となること
で、乳癌診断における精度向上に寄与しうる新たな画像診断モダリテイとして期待されている.本研究では、トモシン
セシスにおける診断能向上の結果がえられたことで、臨床での有用性のエビデンスが得られた。また、研究協力者であ
る企業側開発本部担当者らとともに新たな再構成画像処理パラメータの開発も行い、臨床評価において従来の画像処理
との比較した結果、描出能がすぐれていることが証明され、有用であることが証明された。

研究成果の概要（英文）：Recently,　DBT has been developed and has been introduced in a clinical field.
This device is expected as the new imaging modality that can contribute to the improvement of diagnostic 
accuracy in the breast cancer because it can produce slice images and 3D images.In this research, we 
evaluated and confirmed that DBT had higher diagnostic value compared to conventional 2D. In addition, we 
developed new image processing parameters of DBT and compared to the current DBT images. As a results, we 
also confirmed that the new image processing parameters showed higher diagnostic values and higher 
depiction values compared to conventional DBT images using current image processing parameters.

研究分野：放射線医学
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１．研究開始当初の背景 

乳腺Ｘ線診断領域において、近年デジタルトモ

シンセシス(DBT)が開発され、臨床導入されてきて

いる。本装置は、従来の FFDM 2D 画像のマンモグ

ラフィと異なり、スライス画像や 3D 画像が収集可

能となることで、乳癌診断における精度向上に寄

与しうる新たな画像診断モダリテイとして期待さ

れている 1）-3）。 

２．研究の目的 

本研究においては、（1）同撮影装置を用いた新た

な画像診断の有用性評価、および（2）画像解析お

よび画像表示システムの開発研究を、研究協力者

である撮影装置メーカー開発部とともに共同で行

うものである。 

３．研究の方法 

トモシンセシスの診断における有用性について検

討した。乳癌術前症例を対象として、検出率およ

び診断精度の比較を 2D 単独とトモシンセシス併

用時について比較検討した。さらにトモシンセシ

スに関する適正画像表示と画像処理の検討開発に

ついて、研究代表者と研究協力者である企業側開

発本部担当者らとで行った。 

４．研究成果 

（1）303症例333病変の検討において、従来の2Dと

トモシンセシスを併用した場合、2D単独と比較し、

12.5％の検出率向上、28.8％の診断精度向上を示し

た。乳癌診断において従来のFFDMと併用することで

より精度向上が図られることが示唆され、乳癌術前

症例において有用であるエビデンスを得た。 

（2）実際の臨床症例を用いた現状の画像処理アル

ゴリズムにおける利点と問題点につき，研究代表者

と企業側開発本部担当責任者らとが評価検討を行

い、画像ワークステーションのDICOM画像情報を解

析し、適正画像表示の検討を行なった。その結果、

スライス画像における石灰化病変の描出に関する

問題点を克服するため、画像再構成により3D構築し

た画像（RM: Rotating Mammogram）およびトモシン

シスのスライス再構成画像処理パラメータを開発

することに成功し、同画像の臨床的有用性について

も検討した。臨床例50例、6名の放射線診断医にて、

2D,トモシンセシスのみとトモシンセシス＋RMそれ

ぞれの診断能に関する比較をROC解析、トモシンセ

シスの再構成画像処理であるFBPにおける新たな画

像処理パラメータについて、従来のFBP画像との診

断能の比較を54症例55病変において描出能につき、

3名の放射線診断医による7段階の視覚評価を行っ

た。 

     AUC for each reader and the average 

 

Performance in reading study of DBT alone and 

DBT plus RM when using BI-RADS 

DBT 

Reader 1 Reader 2 Reader 3 

Sensitivity 0.882 0.853 0.824 

Specificity 0.776 0.750 0.711 

PPV 0.638 0.604 0.560 

NPV 0.937 0.919 0.900 

Reader 4 Reader 5 Reader 6 Average 

0.941 0.971 0.794 0.888 

0.776 0.737 0.776 0.754 

0.653 0.623 0.614 0.615 

0.967 0.982 0.894 0.933 

DBT＋RM 

 
BI-RADS POM 

 
FFDM DBT DBT+RM FFDM DBT DBT+RM 

Reader 1 0.803 0.880 0.883 0.826 0.887 0.899 

Reader 2 0.741 0.857 0.853 0.769 0.875 0.865 

Reader 3 0.833 0.911 0.916 0.814 0.916 0.936 

Reader 4 0.804 0.955 0.958 0.834 0.967 0.971 

Reader 5 0.782 0.953 0.960 0.762 0.951 0.958 

Reader 6 0.794 0.853 0.871 0.786 0.844 0.862 

Average 0.793 0.901 0.907 0.799 0.907 0.915 



Reader 4 Reader 5 Reader 6 Average 

0.941 0.971 0.824 0.878 

0.789 0.776 0.776 0.781 

0.667 0.660 0.622 0.640 

0.968 0.983 0.908 0.930 

Scoring of the visualization of 

microcalcifications 

 

ROC解析においては、２Dと比較し、トモシンセシス、

トモシンセシス＋RMが診断能において有意差を示

した(p<0.05)。トモシンセシス単独とトモシンセシ

ス＋RMでは、有意差はないが、specificity, PPV

の向上を示した。石灰化における視覚評価では、R

Mが有意差をもってトモシンセシスと比較し、高い

描出能を呈した(p<0.05)。 

Visualization Scorings 

Category Mean Value & 

SD 

p-value 

1. Visibility of noise 0.488±

0.724 

p < 0.001 

2. Diagnostic certainty: 

Mass 

0.222±

0.612 

p = 0.002 

3. Diagnostic certainty: 

Microcalcifications 

0.560±

0.782 

p < 0.001 

4. Visibility of structures 

in the pectoral muscle 

0.246±

0.973 

p =0.002 

5. Overall image quality 0.346±

0.775 

p < 0.001 

ノイズ、腫瘤、石灰化、大胸筋、総合評価いずれ 

においても、新たな画像処理パラメータが従来の画

像処理パラメータと比較し、描出能が高かった。全

体の成果としては、トモシンセシスにおける診断能

向上の結果がえられたことで、臨床での有用性のエ

ビデンスが得られた。また、研究協力者である企業

側開発本部担当者らとともに新たな再構成画像処

理パラメータの開発も行い、臨床評価において従来

の画像処理との比較した結果、描出能がすぐれてい

ることが証明され、有用であることが証明された。 
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